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「庄内を日本のハリウッドに」

庄内映画村 壮壮大大ななオオーーププンンセセッットト
観観光光客客もも増増加加

映
画
美
術
と
自
然
が

織
り
な
す
景
色

ど
こ
か
ら
見
て
も

撮
っ
て
も
絵
に
な
る

映
画
を
軸
に
し
た
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
「
庄
内
映
画
村
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
」が
今
年
９
月
、鶴
岡
市

羽
黒
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
累
計

入
場
者
は
１０
月
中
旬
に
約
２
万
５

千
人
に
達
し
、
初
年
度
の
入
場
目

標
の
２
万
人
を
早
く
も
突
破
。「
注

目
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
」

と
運
営
会
社
の
庄
内
映
画
村
の
宇

生
雅
明
社
長
は
自
信
を
示
す
。

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
月
山

の
す
そ
野
に
あ
り
、
広
さ
は

東
京
ド
ー
ム
２０
個
分
の
８８
�

に
及
ぶ
。
延
長
約
３
�
の
土

地
に
「
漁
村
・
農
村
」
「
宿

場
町
」
「
山
間
集
落
」
の
３

つ
の
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
漁
村
・
農
村
エ
リ
ア

は
、
「
ロ
ケ
セ
ッ
ト
と
し
て

日
本
一
の
長
さ
」
と
い
う
直

線
距
離
３
５
０
�
を
誇
る
。

宿
場
町
エ
リ
ア
は
旅
籠
や
居

酒
屋
、
飯
屋
な
ど
約
４０
棟
の

建
物
が
建
ち
並
ぶ
。
ま
た
、

山
間
集
落
エ
リ
ア
は
セ
ッ
ト

の
一
番
奥
に
あ
り
、
周
囲
の

美
し
い
自
然
に
溶
け
込
み
、

日
本
の
故
郷
、
原
風
景
と
い

っ
た
趣
だ
。

セ
ッ
ト
内
に
は
周
遊
バ
ス

（
乗
り
放
題
５
０
０
円
）
が

走
っ
て
お
り
、
広
い
敷
地
内

を
ゆ
っ
く
り
見
学
、
散
策
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
般
公
開
に
あ
た
り
、
ロ

ケ
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
食
事
や

地
元
食
材
を
使
っ
た
食
べ
物

な
ど
を
提
供
す
る
店
や
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
す

る
売
店
な
ど
を
整
備
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
こ
れ

ま
で
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
Ｓ
ｕ
ｋ
ｉ
ｙ
ａ
ｋ
ｉ

ｗ

ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ｄ
ｊ
ａ
ｎ

ｇ
ｏ
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
な
ど

の
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
ほ

か
、
「
ス
ノ
ー
プ
リ
ン
ス
」

「
座
頭
市
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｔ
」
、
最
近
で
は
三
池
崇
史

監
督
、
役
所
広
司
さ
ん
主
演

の
「
十
三
人
の
刺
客
」
（
来

年
公
開
）の
撮
影
も
行
わ
れ
、

今
後
も
様
々
な
映
画
の
ロ
ケ

が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

入
村
料
は
基
本
料
金
で
一

般
１
８
０
０
円
、
中
・
高
校

生
１
３
０
０
円
、
小
学
生
８

０
０
円
。
こ
の
料
金
は
映
画

の
劇
場
で
支
払
う
鑑
賞
券
と

同
じ
料
金
で
、
劇
場
と
同
じ

割
引
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

団
体
（
２０
人
以
上
）
や
修
学

旅
行
（
事
前
申
し
込
み
）
、

研
修
・
視
察
（
同
）
料
金
制

度
も
あ
る
。
営
業
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
。
問

い
合
わ
せ
は
�
０
２
３
５
・

６２
・
２
１
３
４
。

ま
た
、
映
画
の
名
場
面
の

写
真
や
映
画
制
作
に
か
か
わ

る
興
味
深
い
資
料
を
展
示
す

る
「
庄
内
映
画
村
資
料
館
」

も
車
で
約
１５
分
の
距
離
に
あ

り
、
セ
ッ
ト
と
資
料
館
の
両

方
見
る
こ
と
で
、
楽
し
み
が

一
段
と
増
し
そ
う
だ
。

「
鶴
乃
湯
」が

来
春
に
登
場

映
画
「
お
く
り
び
と
」
の

ロ
ケ
地
と
な
り
、
老
朽
化
で

廃
業
し
た
鶴
岡
市
の
銭
湯
、

鶴
乃
湯
が
庄
内
映
画
村
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
に
来
春
移
築
、

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
現
在
、
一
般
公
開
中
）
。

映
画
村
の
新
た
な
目
玉
に
な

り
そ
う
だ
。

庄
内
映
画
村
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

ト
は
、
実
際
に
映
画
で
撮
影
さ

れ
た
セ
ッ
ト
と
月
山
山
麓
の
大

自
然
が
満
喫
で
き
る
場
所
で

す
。
映
画
美
術
と
自
然
が
織
り

な
す
そ
の
景
色
は
、
各
エ
リ
ア

に
そ
れ
ぞ
れ
の
雰
囲
気
を
作
り

出
し
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
、
撮

っ
て
も
絵
に
な
り
ま
す
。
映
画

風
景
を
想
像
し
た
り
、
自
分
な

り
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
探
し

た
り
し
な
が
ら
、
見
学
し
て
い

た
だ
く
の
も
楽
し
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
歴
史
に
関
連
付

け
考
え
た
、
施
設
内
の
ソ
フ
ト

プ
ラ
ン
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
か
ら
は
「
天
気
が

良
い
日
に
大
自
然
の
中
を
歩
い

て
周
る
と
新
鮮
な
気
持
ち
に
な

れ
る
。
景
色
が
素
晴
ら
し
く
て

と
て
も
癒
さ
れ
る
」
「
映
画
の

裏
側
が
見
ら
れ
て
嬉
し
い
。
偶

然
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
映
画

の
現
場
と
同
じ
空
間
に
い
れ
た

の
が
嬉
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た

好
評
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
の
企
画
で
あ

る
人
形
劇
団
「
狐
美
里
」
（
こ

ん
み
り
）
一
座
、
庄
内
藩
殺
陣

（
た
て
）
乃
会
な
ど
も
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
県
内
、
東
北
の

み
な
ら
ず
関
東
、
関
西
か
ら
の

お
客
さ
ま
も
ご
来
場
さ
れ
、
今

期
の
入
場
者
数
は
当
初
の
目
標

よ
り
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
（
１０
月
１８
日
時
点

で
、
約
２
万
５
千
人
）
。
庄
内

映
画
村
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
へ
の

注
目
度
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
庄
内
映
画
村
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
は
、
観
光
施
設
と

し
て
広
域
に
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
の
拠
点
と
し
て
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
何
度
も
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
シ

ネ
マ
ラ
ン
ド
」を
目
指
す
こ
と
、

今
後
も
多
く
の
映
画
を
庄
内
映

画
村
で
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
撮
影
所
機
能
を
充
実
さ

せ
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
美
し
く
し
、
映
画

が
撮
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

整
え
る
こ
と
の
二
本
柱
で
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
庄
内
映
画

村
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
に
ご
来
場

下
さ
い
。

宇生 雅明社長

オープンセット周辺マップ

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
懐
か
し
い

レ
ト
ロ
バ
ス
で

映
画
の
里
を
満
喫
�

鶴
岡
駅
〜
資
料
館
〜

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
〜
庄
内
映
画

村
資
料
館
〜
庄
内
映
画
村
オ

ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
結
ぶ�
足
�

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が

庄
内
交
通
観
光
バ
ス
・
ハ
イ

ヤ
ー
が
運
行
す
る
「
庄
内
藩

レ
ト
ロ
バ
ス
」
。

バ
ス
は
昭
和
の
面
影
を
残

す
レ
ト
ロ
調
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
、
羽
越
本
線
鶴
岡
駅

発
着
の
列
車
時
間
に
合
わ
せ

て
運
行
さ
れ
る
の
で
、
と
て

も
便
利
だ
。
駅
か
ら
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
ま
で
の
所
要
時
間

は
約
５０
分
。
１
日
４
便
運
行

さ
れ
る
。

料
金
（
１
日
乗
り
放
題
）

は
大
人
１
千
円
、
小
・
中
学

生
５
０
０
円
。
資
料
館
入
館

と
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
入
村
込

み
の
セ
ッ
ト
料
金
は
そ
れ
ぞ

れ
３
５
０
０
円
、
２
５
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
�
０
２
３

５
・
２２
・
０
４
４
４
。
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